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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・納涼会の会費（1200円）を払っていないスタッフは法人行事運営委員まで払うようにお願いします。締め切りは明日となっています。

＜患者様連絡事項＞

・川村　敏也様～本日より1日分の自己服薬行っています。

・大湯　輔様～7/31（金）17：30退院となります。

・曽我　正子様～スピール膏が処方となっています。皮膚科の2日前に処置してください。

・三浦　由紀様～昨日AA参加の予定でしたが、本人より強い拒否あり不参加となっていま

　　　　　　　　　す。本日は促しに拒否的で、外出届けに記入は出来なかった為、次回は参加できるように促して続けていきましょう。

・岡田　石子様～本日、スタッフ付き添いにて室岡整形外科病院受診しています。右手の

　　　　　　　　レントゲン検査施行し、骨折部にズレが生じていない為、引き続きギブ

　　　　　　　　ス固定を続けギプスは親指を動かせる様短いものにして頂いています。

　　　　　　　　疼痛等、問題がなければ次回4週間後の8/27（木）に再受診の指示ありま

　　　　　　　　す。

・伊藤　雄一様～本日、8/5（水）午前中の外出の件でご家族より許可頂いています。お金に関しては1000円までよいと許可あります。

・出河　和則様～本人より陰部痛訴えあり、主治医不在にて田名部Drへ報告しています。

　　　　　　　　陰部痛が強い事から、膀胱留置カテーテル一時的に抜去して様子を見る様指示あります。8時間以上排尿がない時は再挿入の指示あります。その後、本人が抜去せずに、明日の問診まで様子を観たいとのことで抜去せずに様子観察としています。明日の問診で、泌尿器を優先できないか確認すると話されています。

　　　　　　　　引き続き、痛みの程度等、観察行っていきましょう。

・舘　ひろ子様～感冒症状の訴えありますが、発熱なく鼻汁・鼻閉見られていないことから、対症療法で対応していきましょう。食事摂取量の確認、室内温度の確認行っていきましょう。

　　　　　　　　点滴について、遅くても9：00には開始して午前中で終了できるようにしていきましょう。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・大橋　照子様、出河　攻様、山田　隆雄様～問題なく服薬行えています。

・川村　敏也様～本日より自己服薬開始しています。

　　　　　　　　自ら服薬に来て、間違う事なくスムーズに服薬できています。自己服薬について問うと「看護婦さんがいないと出来なくなるかも･･･」と話す事あります。引き続き、服薬状況の観察行い、徐々に管理日数を増やしていけるようにしましょう。

＜日常生活支援評価・検討＞

・本日カンファレンス内にて、書式の検討行っています。

・患者様のチェック表も作成し各自振り返りして頂けるように検討中。

・各担当スタッフへケアプランの立案・総括の記入を依頼していく事としています。

・チェック表作成後、再度詳細について報告します。

＜川端Dr診察状況＞

・大湯　輔様～この間の外泊について主治医へ聞かれ、問題はなかたと話されています。

　　　　　　　退院後、弁護士と会う予定になっているが日時は未定との事です。また、

　　　　　　　上司に退院の連絡を入れる事になっているとの事です。主治医より、退院

　　　　　　　後は生活リズムが崩れやすいので気をつける事、夜中にパソコンをしない

　　　　　　　ようにと指導を受けています。

・佐々木　康子様～外泊中の様子については、主治医に質問され母と近くのうわさ話などする声が聞こえてきたと話されています。夜中3時に目が覚めたりして姉様に目が覚めても寝るように言われたと主治医へ伝えると、次の外泊時に家族へ病院での生活リズムを教える様指示あります。

　　　　　　　　　また、次回御家族の面会があった際は、北病棟の同意書を書いてもらうよう主治医より指示あります。

・曽我　正子様～診察時、主治医へ自分が書いた手紙を渡しています。下剤4錠服用は多く

　　　　　　　　て作業中にトイレに行きたくなるから減らしてもらいたいと希望あり。

　　　　　　　　主治医よりイレウス手術をされている為、下剤4錠は普通に服用する量で

　　　　　　　　多くはないと説明を受け納得されています。

　　　　　　　　姉に電話は1ヶ月に1回と約束していたが、何回もしてイライラすると言

　　　　　　　　われたが、電話件を持っていると電話したくなると話され、主治医より

　　　　　　　　電話制限にしましょうと言われ、誰に電話するにしても週1回（水）と決

　　　　　　　　め、したくなかったらしなくてもよい事を伝えています。

　　　　　　　　主治医よりスタッフへ姉と妹様へ連絡し、姉様には頻回に電話を正子様

　　　　　　　　がかけているようですが、どの位電話を掛けていたのか、迷惑であれば

　　　　　　　　電話制限をするか確認し、本人と話し合い週1回まで電話可能とし曜日と

時間はいつがよいかも確認する事。妹様には電話制限するか、電話して

よい曜日と時間を確認するよう指示あり、本日準夜帯にてご家族へ連絡

しています。姉様へ連絡するも、番号が変わっている様子あり、妹様へ

確認しています。引越しをしたので番号が変わっているとの事で新しい

番号・住所を確認しています。（住所が変わっている事は山田SWへも情

報提供済み。）妹様より「私には最近電話しなくなってきたが、姉には1

日3～4回しており、姉が困っているようです。」と話され、電話制限に

ついては出来るのであればお願いしたいと話しあります。姉様へ連絡し

「朝・昼・晩1回はきます。」と話され、電話制限について「週1回でし

たら、土曜日のお昼頃がよいです。」と話されています。主治医へ情報

提供していきましょう。

・山下　拓也様～診察時、今月は残金が残ったと評価をして頂き、8/5の定期薬よりセンナリド2Tへ減薬となる事を本人へ説明されています。便秘に注意していくよう指示あります。

・宮本　建蔵様～考えている事が聞こえてきて作業が出来なかったと主治医へ伝えています。主治医より幻聴が聞こえてきても気にしないで作業が出来るようになるよう指導されています。ふくらはぎのムズムズ感訴えあり、本日夕よりリボトリール（抗てんかん剤）（0.5）2T　1×夕　7T処方となっています。

＜退院療養検討会＞

　　大湯　輔様（31）病名:うつ病　合併症:一酸化炭素中毒 

　　　　　　　　　　入院日:H21.4.16(1回目)　退院日: H21.7.31　17：30

　　　　　　　　　　初外来日：H21.8.11　11：00

　　　

· 仕事の復帰について～早ければ夏休み明け。遅ければ来年4月。

　　　　　　　　　　　　→職場へは今後話しに行く。

· OTの様子～職場復帰を意識してパソコン作業に取り組んでいる。新しく書式を

　　　　　　　作って自分で考えながら行う事は苦手な様子。作業中、他者との交

　　　　　　　流はみられない。

・病棟での様子～・余暇は適度に運動行っている。

　　　　　　　　・生活リズムは問題ないが、最近自主起床が出来なくなってきており声掛け要している。

　　　　　　　　・他者に対しても学校の事や入院の様子について話したりと、対人交流持つ事出来ている。

　　　※利用できるサービスについては、山田SWがご家族と話をしていく事となります。

